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■松下孝建設、自立循環型「ゼロ・エネルギー・ハウス」の概念■ 

（1）2012年（平成24年）10月25日（木曜日） 第0044号 

一発ゴー！ Google・Yahoo!・infoseek・Excite・その他 松下孝建設 検索検索

松下孝建設の「ゼロ・エネルギー・ハウス」は住宅性能で≠0

78％減 
一次エネルギー消費量

22％減 
 

設備機器

56％減 躯体設計

一般住宅 

100% 
(70～90GJ/年) 

一次
エネルギー
消費量

＝ 
22％減
一次エネルギー創出量

創エネ(発電)効果

太陽光発電、太陽熱温水器
地中熱利用 等

０ 
　左図は自立循環型「ゼロ・エネルギー・ハウス」の概念図です。
国土交通省の「ゼロ・エネルギー・ハウス」との大きな違いは、
住宅性能で消費エネルギーをゼロに近づけることです。自家
発電した電力を自分の住宅で全て消費してしまうのではなく、
売電のほか電気自動車の充電等、余力のある住宅こそ松下孝
建設が目指す本格的な「ゼロ・エネルギー・ハウス」です。 
国土交通省の「ゼロ・エネルギー・ハウス」の場合は、実質的に
は機械力に頼る「ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス」です。 
その違いを展示場でご確認下さい。 

省エネ効果 

＋ 
100%減 
(70～90GJ/年) 

発電量の78％が
売電可能

（創エネ・42～54GJ/年) 

(15～20GJ/年) 

消費量     

消費量 

消費量 
消費量 

(15～20GJ/年) 

(15～20GJ/年) 

(0 GJ/年） 

+α 

◎松下孝建設の場合、躯体設計
でのエネルギー削減率は56％
減を目指しています。
その根拠は、展示場の躯体構造
を「次世代省エネルギー基準」
（北海道基準の温熱環境等級4
以上に性能アップ）を行って躯
体構造のゼロ・エネルギー化を
目指しています。
エネルギー使用量は設備機器の
（15～20GJ）のみの消費を目
指しています。

◎松下孝建設の場合、
創エネで必要となるエ
ネルギーは設備機器で
使用される22％（15
～20GJ）のみです。
国交省の「ゼロ・エネ
ルギー・ハウス」と同
じ創エネ量が確保でき
るとして計算すれば、
27～34GJの+α（ア
ルファ）になります。

◎松下孝建設が、国交省「ゼロ・エネルギー・ハウス」と同じ創エネ設備を採用した場合。

27GJ=7,500.6kWh×（売電42円）≒315,025円／年
34GJ=9,445.2kWh×（売電42円）≒396,698円／年
〜

創エネ（42～54GJ）ー設備機器（15～20GJ）=27～34GJ
※27～34GJの売電が可能です。またその分、創エネ設備を減らすことも
　できます。全て売電に回すと下記のようになります。

これが住宅性能の差 

他社 28～36GJ ー 松下孝建設 15～20GJ ＝ 住宅性能差 13～16GJ
(※実測値ではありません。計算参考値です。) 

 

※計算上ではこの分+αになります。 

自 立 循 環 型自 立 循 環 型

「ゼロ・エネルギー・ハウス」「ゼロ・エネルギー・ハウス」
宇宿展示場公開中！宇宿展示場公開中！
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※上記表示されている数値は実測値ではなく、あくまでも計算値です。 
　居住者の人数や住宅の使い方によって、エネルギー消費量は
大幅に異なります。参考値としてご覧頂ければ幸いです。 

 

コープ
● 

設
備
に
頼
る
「
ネ
ッ
ト
・
ゼ
ロ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ハ
ウ
ス
」
の
問
題
点
と
松
下
が
目
指
す
高
性
能
住
宅
。

補
助
金
制
度
を
ク
リ
ア
し
た
住
宅
が
本
物
の
高
性
能
と
い
え
る
か
？

　
本
年
度
か
ら
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
準

が
変
更
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
そ
の

骨
子
は
、
1
9
9
9
年
（
平
成
11

年
）
基
準
の
「
次
世
代
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
基
準
」
を
読
み
替
え
る
と
い
う

も
の
で
、
熱
損
失
係
数
（
Q
値
：
床

面
積
１
m2
当
た
り
1
時
間
に
逃
げ
る

熱
の
量
）
の
数
値
か
ら
、
熱
貫
流
率

（
U
値
：
住
宅
の
外
周
面
積
（
外
皮

表
面
積
）
か
ら
１
時
間
に
逃
げ
る
熱

の
量
）
に
変
更
に
な
る
と
と
も
に
、

各
地
域
ご
と
に
年
間
の
一
次
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
消
費
量
の
基
準
数
値
を
設
け
、

そ
れ
を
１
と
し
て
、
そ
れ
よ
り
も
数

値
が
少
な
い
場
合
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

基
準
を
満
た
し
た
住
宅
性
能
と
し
て

認
定
す
る
も
の
で
す
。
エ
コ
ポ
イ
ン

ト
や
各
種
の
補
助
金
に
よ
っ
て
、
我

が
国
の
住
宅
の
50
％
程
度
が
高
性
能

化
さ
れ
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
引

き
続
き
「
次
世
代
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
基

準
」
程
度
の
住
宅
を
平
準
化
す
る
た

め
「
次
世
代
省
エ
ネ
基
準
」
を
読
み

替
え
て
新
基
準
に
す
る
よ
う
で
す
。

補
助
金
3
5
0
万
円
の
ネ
ッ
ト
・

ゼ
ロ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ハ
ウ
ス
。

設
備
更
新
時
に
莫
大
な
資
金
が

必
要
な
補
助
事
業
は
問
題
？

省
エ
ネ
基
準
の
数
値
で
は
、

ま
だ
ま
だ
不
十
分
で
す
。

　
確
か
に
中
小
工
務
店
の
場
合
は
、

省
エ
ネ
施
工
技
術
が
未
熟
な
場
合
も

見
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
そ
れ
よ
り
も 

問
題
が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
の
は
、

年
間
2
0
0
棟
以
上
の
施
工
を
行
う

大
手
ビ
ル
ダ
ー
に
課
せ
ら
れ
て
い
る

「
建
築
主
の
判
断
基
準
」
に
よ
る
性

能
評
価
で
す
。
こ
の
場
合
は
、
省
エ

ネ
等
級
は
、
3
等
級
（
1
9
9
2
年

平
成
4
年
・
新
省
エ
ネ
基
準
）
に
、 

高
効
率
エ
ア
コ
ン
や
エ
コ
・
キ
ュ
ー

ト
等
の
省
エ
ネ
設
備
機
器
の
搭
載
で

住
宅
性
能
を
認
め
て
き
た
わ
け
で
す

か
ら
、
実
際
の
住
宅
性
能
は
実
質
的

に
、
20
年
前
の
新
省
エ
ネ
基
準
の
ま

ま
で
す
か
ら
、
決
し
て
中
小
だ
け
が

遅
れ
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
く

む
し
ろ
、
大
手
ビ
ル
ダ
ー
の
対
応
が

で
き
な
い
か
ら
「
次
世
代
基
準
」
の

読
み
替
え
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
の

か
と
勘
ぐ
り
た
く
な
り
ま
す
。 

ビ
ル
ダ
ー
の
建
築
主
基
準
の

方
に
多
く
の
問
題
が
あ
る
？

 高
額
補
助
金
支
給
の
問
題
点
と
住
宅
性
能
。

●一次エネルギー消費量による評価に加えて外皮が満たすべき熱性能に関する基準

■従来の熱性能基準（Ｑ値による基準） 
●熱負荷（エネルギー負荷）の削減の観点から、Ｑ値（床面積あたりの熱損失）による基準を採用。 
●Ｑ値を満たす標準的な仕様（設計、施工及び、維持保全の指針）を提示。 

Ｑ値＝ 
総熱損失量 

外皮表面積 

総熱損失量※ 

●熱損失により必要となるエネルギー量を評価する指標 

●外皮の断熱性能を評価する指標

課題 小規模住宅及び複雑な形状の住宅では、床面積に対する外皮表面積の割合が大きい ため、Ｑ値を満たすために30ｃｍ超の断熱材の施工が必要となるケースもある。 

●規模の大小や住宅の形状にかかわらず同一の基準値（外皮平均熱貫流率）を適用。
●小規模住宅など、Ｑ値を満たす断熱性能の施工が困難な場合には、設備による省エネで基準の
　達成が可能。

外皮平均 
熱貫流率 
 

＝ 

※換気及び漏気によって失われる熱量は含まない。 
 

床面積 

■改正後の熱性能基準（外皮平均熱貫流率よる基準） 
●一次エネルギー消費量の算定の過程において、熱負荷（エネルギー負荷）の削減によるエネルギー 
　消費量の削減は評価されるため、外皮の熱性能に関する基準としては、外皮平均熱貫流率による 
　基準を採用。 

対応 

（6地域：戸建て120m2、高効率エアコン、高効率給湯器、白熱灯不使用） 

【断熱性能】 
 

【暖冷房】 
 

【換気】 
 

【照明】 
 

【給湯】 
 

【家電等】 
 

【太陽光発電】 
 

共通条件（6地域、120m2 ） 

基準一次エネルギー消費量（EST）79.9GJ 

設計一次エネルギー消費量（ET）71.9GJ 

基準一次エネルギー消費量(EST)  基準一次エネルギー消費量 

　設計一次エネルギー消費量 (ET)

設計一次エネルギー消費量 
太陽光発電による再生可能
エネルギー導入量等

＋ 

＋ 

＋ 

＋ 

－ 

＋ 

＋ 

＋ 

＋ 

ET ÷EST＝0 .9≦1  
計算した値を「基準」で割って1以下であれば基準適合となる 

＝0.899≦1 

■計算例 

基　準　仕　様 

H11年基準相当 

高効率エアコン 

標準タイプ 

白熱灯使用なし 

高効率給湯器 

標準値 

設置なし 

【断熱性能】 
 

【暖冷房】 
 

【換気】 
 

【照明】 
 

【給湯】 
 

【家電等】 
 

H11年基準相当 

高効率エアコン 

標準タイプ 

標準値 

白熱灯使用あり 

ガス従来型 

■計算式 

（ET）71.9GJ 

（EST）79.9GJ 

　0GJ 

設　計　仕　様 

暖冷房エネルギー消費量

換気エネルギー消費量 

照明エネルギー消費量 

給湯エネルギー消費量 

家電等エネルギー消費量 

18.2GJ 

4.6GJ 

10.8GJ 

25.2GJ 

21.1GJ 

暖冷房エネルギー消費量

換気エネルギー消費量 

照明エネルギー消費量 

給湯エネルギー消費量 

家電等エネルギー消費量 

17.6GJ

4.6GJ 

8.2GJ 

20.46GJ

21.16GJ 

■地域別必要、熱損失係数 表・１

Ⅰa Ⅰb Ⅱ Ⅲ Ⅳb Ⅳa Ⅴ Ⅵ 

1.4 1.9 3.7 

等
の
購
入
費
用
が
補
助
の
対
象
に
な

り
ま
す
。
補
助
金
額
は
、
補
助
対
象

経
費
の
２
分
の
１
以
内
（
た
だ
し
、

住
宅
１
戸
当
た
り
の
補
助
額
は
３
５

０
万
円
）
を
上
限
と
し
ま
す
。
太
陽

光
発
電
な
ど
の
創
エ
ネ
設
備
の
導
入

が
必
須
で
す
が
燃
料
電
池
や
蓄
電
池
、

太
陽
光
発
電
等
は
補
助
対
象
に
は
な

り
ま
せ
ん
。
応
募
の
要
件
は
、
１
・

「
住
宅
事
業
主
の
判
断
基
準
」
の
計

算
方
法
で
評
価
対
象
の
住
宅
の
一
次

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
が
正
味
（
ネ
ッ

ト
）
ゼ
ロ
で
あ
る
こ

と
。
２
・
一
定
の
断

熱
性
能
を
有
す
る
こ

と
、
新
築
の
場
合
は

表
・
１
の
熱
損
失
係

数
Ｑ
値
以
下
で
あ
る

こ
と
と
夏
期
日
射
取

得
係
数
μ
値
０
．
０

４
以
下
で
あ
る
こ
と
。

が
条
件
に
な
っ
て
い

ま
す
。
確
か
に
Q
値

も
Ⅳ
地
域
の
次
世
代

基
準
が
2.4
で
す
か
ら

　

 

Ⅱ
地
域
基
準
の
Q
値
1.9
が
要
求
さ
れ

ま
す
か
ら
住
宅
性
能
も
高
く
な
り
ま

す
が
、
こ
の
数
字
は
、
断
熱
材
の
量

を
多
く
す
れ
ば
、
計
算
値
上
は
、
ク

リ
ア
で
き
る
数
値
で
す
。

　
問
題
な
の
は
、
補
助
金
を
満
額
の

3
5
0
万
円
も
ら
う
た
め
に
は
、

7
0
0
万
円
も
の
住
宅
設
備
を
取
り

付
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
、
ま
た

条
件
を
満
た
す
た
め
に
は
、
太
陽
光

発
電
や
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
な
ど
の
設
備

も
必
要
で
す
。
住
宅
設
備
と
創
エ
ネ

設
備
を
合
計
す
れ
ば
1
千
万
は
下
ら

な
い
設
備
が
必
要
に
な
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
？
そ
れ
が
、
新
築
後

10
年
か
ら
更
新
が
必
要
に
な
り
ま
す

か
ら
、
3
5
0
万
円
の
補
助
金
を
も

ら
っ
た
が
た
め
に
設
備
の
更
新
時
に

は
、
7
0
0
万
円
の
更
新
資
金
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
太
陽
光
発
電
な
ど

の
創
エ
ネ
設
備
を
入
れ
れ
ば
、
1
千

万
円
も
の
更
新
資
金
が
、
早
け
れ
ば

10
年
後
か
ら
必
要
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
時
代
の
住
宅

に
必
要
な
性
能
は
、
設
備
に
よ
る
省

エ
ネ
や
快
適
性
で
は
な
く
住
宅
本
来

が
持
つ
住
宅
性
能
が
ま
す
ま
す
重
要

に
な
っ
て
き
ま
す
。
目
先
の
補
助
金

に
釣
ら
れ
た
ば
っ
か
り
に
高
額
の
設

備
更
新
費
が
必
要
な
住
宅
は
、
本
物

の
高
性
能
住
宅
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

　
松
下
孝
建
設
が
補
助
金
制
度
に
あ

ま
り
乗
り
気
に
な
れ
な
い
の
は
、
そ

れ
が
施
工
上
難
し
い
か
ら
で
は
な
く
、

ま
ず
、
設
備
機
器
に
頼
ら
な
く
て
も

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
実
現
で
き
る
住
宅

の
高
性
能
化
を
目
指
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
る
か
ら
で
す
。
老
後

に
設
備
の
更
新
が
少
な
く
て
済
む
、

最
小
限
の
設
備
機
器
で
省
エ
ネ
が
実

現
で
き
る
住
宅
こ
そ
本
物
の
住
宅
だ

と
考
え
る
か
ら
で
す
。

　
経
済
産
業
省
の
「
ネ
ッ
ト
・
ゼ

ロ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ハ
ウ
ス
」
支
援

事
業
は
、
「
住
宅
・
建
築
物
高
効
率

エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
導
入
促
進
事

業
」
の
延
長
線
に
あ
る
も
の
で
、
経

済
産
業
省
の
外
郭
団
体
で
あ
る
「
環

境
共
創
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
」
が
メ
ー
カ

ー
等
に
よ
っ
て
提
案
さ
れ
た
シ
ス
テ

ム
を
「
特
殊
省
エ
ネ
シ
ス
テ
ム
」
と

し
て
認
定
し
、
そ
の
シ
ス
テ
ム
の
導

入
が
条
件
と
な
り
、
補
助
事
業
の
実

施
に
必
要
な
空
調
、
換
気
、
給
湯
、

照
明
器
具
、
機
械
設
置
、
建
築
材
料 

（インターネット版）  （インターネット版）  


